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ソ
連
邦
の
崩
壊
と
と
も
に
、
ラ
ト
ビ
ア
が
再
び
独
立
を
か
ち
得
て

二
一
年
目
を
迎
え
る
。
こ
の
二
〇
年
間
、
少
数
政
党
が
乱
立
し
て
連

立
政
権
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
状
況
が
常
に
続
き
、
ま
た
、
連
立
政
権

の
骨
組
み
も
た
び
た
び
変
わ
っ
た
た
め
に
、
ラ
ト
ビ
ア
の
政
治
状
況

は
必
ず
し
も
安
定
し
て
い
る
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
揺
る

ぎ
の
な
い
安
全
保
障
、
経
済
的
自
立
の
確
保
と
い
う
基
本
的
国
益
を

確
保
す
る
た
め
に
、
欧
州
の
一
員
と
し
て
深
く
根
付
く
こ
と
へ
の
渇

望
は
強
く
、二
〇
〇
四
年
に
、ま
ず
北
大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）、

そ
し
て
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の
加
盟
国
と
な
っ
た
。
国
軍
約
五
〇
〇
〇

人
の
ラ
ト
ビ
ア
が
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
一
八
〇
名

の
兵
士
を
派
遣
し
続
け
て
い
る
の
も
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
一
員
と
し
て
の
基

盤
を
確
た
る
も
の
に
し
た
い
と
の
政
策
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

経
済
面
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
市
場
経
済
へ
の
移
行
期
を
何
と

か
乗
り
越
え
た
後
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
二
桁
成
長
が
数

年
続
い
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
世
界
経
済

不
況
の
な
か
で
、
欧
州
の
な
か
で
最
も
厳
し
い
経
済
危
機
に
襲
わ
れ

た
。
〇
九
年
に
は
一
八
％
近
い
マ
イ
ナ
ス
成
長
に
陥
り
、
一
〇
年

三
月
に
は
失
業
率
が
一
七
％
を
超
え
た
。
こ
の
頃
は
、
ラ
ト
ビ
ア

の
経
済
破
綻
が
欧
州
全
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
ひ
い
て
は
世
界

経
済
が
い
っ
そ
う
混
迷
す
る
最
悪
の
事
態
さ
え
懸
念
さ
れ
た
。
そ

こ
で
、
政
府
は
、
〇
八
年
末
に
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）・
欧
州

委
員
会
（
Ｅ
Ｃ
）
な
ど
国
際
金
融
機
関
と
七
五
億
ユ
ー
ロ
の
融
資
取

り
決
め
を
結
ぶ
一
方
、
〇
九
年
三
月
か
ら
政
権
を
担
っ
た
ド
ン
ブ
ロ

ウ
ス
キ
ス
首
相
は
、
公
務
員
の
大
量
解
雇
や
給
料
大
幅
カ
ッ
ト
、
病

海風
陸風

経
済
危
機
か
ら

着
実
な
回
復
軌
道
へ

駐
ラ
ト
ビ
ア
大
使

長
内
敬

お
さ
な
い
　
た
か
し

一
九
七
四
年
一
橋
大
学
卒
業
、
外
務
省
入
省
。

在
ロ
シ
ア
大
使
館
公
使
、
在
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
総

領
事
、
日
本
国
際
問
題
研
究
所
主
幹
な
ど
を
経

て
、
二
〇
〇
九
年
一
月
よ
り
現
職
。

中世のたたずまいを色
濃く残す首都リガの旧
市街区。ユネスコの世
界遺産に登録されている
（ⓒLiveRiga）
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院
や
学
校
の
大
規
模
な
統
廃
合
な
ど
厳
し
い
財
政
緊
縮
政
策
を
敢
行

し
た
。
こ
の
政
策
は
次
第
に
功
を
奏
し
、
一
〇
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
前

年
比
マ
イ
ナ
ス
〇
・
三
％
に
収
ま
り
、
一
一
年
は
五
％
前
後
の
プ
ラ

ス
成
長
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
失
業
率
も
い
ま
だ
高
い
と
は
い
え
、

一
一
％
台
に
ま
で
低
下
し
て
き
て
い
る
。

　

政
権
が
国
民
に
不
人
気
な
政
策
の
実
施
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
く

な
か
で
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
街
で
市
民
の
暴
動
や
治
安
当
局
と
の

衝
突
が
ま
っ
た
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
地
方
都
市
で
病
院
の
閉
鎖
を
め
ぐ
っ
て
住
民
と
警
察
と
の
い
ざ

こ
ざ
が
一
度
だ
け
あ
っ
た
が
、そ
れ
が
唯
一
の
例
外
と
い
っ
て
い
い
。

も
ち
ろ
ん
、
失
業
や
給
料
削
減
に
対
す
る
市
民
の
不
満
や
不
安
は
根

強
く
、
い
ろ
い
ろ
な
階
層
や
職
種
の
抗
議
デ
モ
も
行
わ
れ
た
が
、
常

に
整
然
た
る
デ
モ
で
予
定
の
行
動
を
終
え
る
と
静
か
に
散
会
し
て
い

た
。
こ
れ
は
何
故
な
の
か
。
あ
る
ラ
ト
ビ
ア
人
は
、
八
〇
〇
年
の
民

族
の
歴
史
や
自
然
環
境
の
な
か
か
ら
育
ま
れ
た
、
耐
え
て
生
き
ぬ
く

国
民
性
を
指
摘
し
、
あ
る
人
は
、「
い
く
ら
厳
し
い
社
会
・
経
済
状

況
で
も
、
ソ
連
時
代
と
違
い
、
自
由
が
あ
る
今
は
は
る
か
に
ま
し
」

と
言
い
、
あ
る
い
は
、
多
く
の
ラ
ト
ビ
ア
人
に
は
田
舎
に
住
む
親
類

縁
者
が
お
り
、
最
低
限
の
食
料
調
達
に
は
困
ら
な
い
の
で
激
し
い
行

動
に
は
走
ら
な
い
と
話
す
人
も
い
た
。
こ
れ
ら
の
見
方
は
、
重
視
す

る
側
面
こ
そ
違
え
、
い
ず
れ
も
「
耐
え
る
民
族
性
」
と
い
っ
た
消
極

的
理
由
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
一
方
、
二
〇
一
〇
年
一
〇
月

の
国
会
選
挙
で
は
、
有
権
者
の
支
持
を
得
る
の
に
不
利
な
緊
縮
財
政

政
策
を
実
施
し
て
い
た
ド
ン
ブ
ロ
ウ
ス
キ
ス
政
権
が
勝
利
し
た
の
も

事
実
で
あ
る
。
国
民
が
現
実
を
し
っ
か
り
と
認
識
し
、
政
権
を
信
認

し
た
と
い
う
積
極
的
理
由
も
そ
こ
に
見
出
せ
よ
う
。

　

と
も
あ
れ
、
経
済
は
順
調
に
回
復
軌
道
に
乗
っ
て
き
て
お
り
、
現

在
の
欧
州
全
体
の
債
務
危
機
が
ラ
ト
ビ
ア
に
及
ぼ
し
う
る
影
響
に
若

干
の
懸
念
は
あ
る
も
の
の
、
政
府
は
、
今
後
の
経
済
運
営
に
も
自
信

を
示
し
て
い
る
。
二
〇
一
四
年
一
月
か
ら
の
ユ
ー
ロ
圏
入
り
の
政
策

目
標
も
揺
ら
い
で
な
い
。

　

ラ
ト
ビ
ア
は
、
最
初
の
独
立
を
果
た
し
て
い
た
一
九
二
〇
〜
三
〇

年
代
に
か
け
て
、
欧
州
情
勢
を
俯
瞰
で
き
る
地
政
学
的
重
要
性
を
有

し
て
お
り
、
日
本
も
、
一
九
二
九
年
か
ら
四
〇
年
ま
で
、
リ
ガ
に
公

使
館
を
置
い
て
い
た
。
歴
史
は
大
き
く
動
き
、
日
本
と
ラ
ト
ビ
ア
は

九
一
年
に
新
し
い
外
交
関
係
を
樹
立
し
た
。
二
〇
〇
七
年
に
天
皇
皇

后
両
陛
下
が
リ
ガ
を
ご
訪
問
さ
れ
て
関
係
発
展
の
強
い
礎
石
を
敷
か

れ
、
現
在
、
多
様
な
分
野
で
各
界
各
層
の
交
流
が
広
ま
り
深
ま
っ
て

き
て
い
る
。
今
後
日
本
は
、
二
国
間
関
係
の
発
展
に
と
ど
ま
ら
ず
、

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
、
Ｅ
Ｕ
の
な
か
で
存
在
感
を
着
実
に
固
め
て
き
て
い
る
ラ

ト
ビ
ア
と
、
特
に
、
国
際
場
裡
で
協
力
す
る
こ
と
が
い
っ
そ
う
増
え

て
い
く
で
あ
ろ
う
。
■




